
６ ５ ４
平 係 を 関 に
成 ） 第 規 条 係 、 公
十 。 三 定 例 ） 開 文
三 者 し の 。 示 書
年 か た 規 公 の
九 ら 定 文 写

北 海

二
３ ２ １ こ

に 第 縦 内 の
つ 公 九 覧 公 容 規「
い 文 条 公 に 文 則
て 書 関 文 関 書 を
規 を 係 書 し の 制
定 閲 ） 開 必 検 定

道 公 報

一 ◇
安 部 号 北
委 長 趣 ） 海「
員 が 北 旨 道
会 実 海 情
が 施 道 報
行 機 情 公
う 関 報 開

号外第

〇 〇 〇
北 公 北
海 安 海
道 委 道
情 員 情
報 道 会 報 道
公 警 の 公 公
開 察 文 開 安
条 本 書 条 委

号

（
月 の 第 に 書 し
十 不 十 よ の の
四 服 三 り 写 交
日 申 条 、 し 付

立 関 公 に 部
て 係 安 要 数
を ） 委 す 及
棄 。 員 る び

金 却 会 費 作
す が 用 成

曜 る 情 の 方
場 報 納 法

日 合 公 付 は

し 覧 。 示 要 索 す
た す 請 な に る
る 求 事 必 こ（

第 者 書 項 要 と
十 の 」 は な と
条 義 等 警 資 し
関 務 開 察 料 た
係 及 示 本 の 。
） び 請 部 備
。 こ 求 長 え
の 手 が 置
規 続 定 き
定 上 め 場

情 と 公 条
報 な 開 例
公 っ 条 の
開 た 例 施
に こ の 行
関 と 一 に
す か 部 関る ら を す事 、 改 る務 北 正 公に 海 す 安つ 道 る 委い 情 条 員

公

布

さ

れ

た

規

則

例 部 の 例 員 目
の 告 管 の 会
施 示 理 施 規
行 に 行 則
に 関 に
関 す 関
す る す
る 規 る
北 則 公
海 安
道 委
警 員 次
察 会

の 開 方 、
通 審 法 警
知 査 を 察
書 会 規 本
の に 定 部
様 諮 し 長
式 問 た が
を し 定（
規 た 第 め
定 場 十 る
し 合 一 こ
た の 条 と

通 及 と（
第 知 び す

に 必 る 所
違 要 こ を
反 な と 規
す 各 と 定
る 種 し す
者 様 た る
に 式 と（
対 を 第 と
す 規 二 も
る 定 条 に
公 し 関 、
安 た 係 当
委 ） 該（
員 第 。 資

て 報 例 会必 公 」
規要 開 が
則な 条 施

事 例 行 （
北項 第 さ
海を 四 れ
道定 十 、
公め 二 公
安る 条 安
委こ の 委
員と 規 員
会と 定 会
規す に 及

の

あ

ら

ま

し

本 規
部 則
規
程

発行 北 海 道
（総務部法制文書課）

十 書 第 る
四 の 十 と
条 様 二 と
関 式 条 も

２ 第

セは ２ う報

ン前、 条

海

）開文タ項北

。公公
例等定道

第に書条ーに

関検

備る察

条す索第にめ警

のる資４

会 三 料
の 条 の
権 か 作
限 ら 成

、

海１

北第

北

条 趣 道

北旨

海平

公

海）こ

道成

安 情

道の 委

情規

報年

員

報則

公９

会 開月

則る よ び
第た り 警
十め 、 察

、 公 本 四

三
３

こ 施 警 部
の 行 察 こ 長
規 期 本 の が
則 日 部 規 行

電話

ペ
一 一 ー
二 〇 一 ジ 印刷

二 一
２ １ め 部

表 て 内 る 長 趣「
に 情 規 公 容 こ が 北 旨
基 報 定 安 と 実 海
づ 公 し 委 と 施 道

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

◇ 三
公
安 こ 施
委 の 行
員 規 期
会 則 日

置の部

規事料条えも本

にに公くの長

定務）の

よつ文もほ

のと、下

りい書のか以

北必検す公

、て

に。書察

海要索る文警

要検部

公事必の本

道な

資に」

委をな索長

安項

公は
員定

規 条

開、 則

条北

例日

第

例海

の
施

の道 号

すに公

関行報

に施情

行

公

安る例

公す条

る関開

委
員安平

は 長 則 う
、 が の こ
平 定 他 と
成 め 文 と道
十 る 書 し
三 文 管 た公 年 書 理 （
十 管 に 第安 月 理 関 八
一 に し 条委 日 関 必 関
か す 要 係員 ら る な ）

い 開 た 員 す 機 情
た に 会 る 関 報（
管 適 第 が た と 公
理 切 三 管 め な 開
を に 条 理 、 っ 条
す 対 関 す こ た 例
る 応 係 る の こ の
こ す ） 文 規 と 一
と る 。 書 則 か 部
と た に を ら を
し め つ 制 、 改
、 、 い 定 公 正
当 公 て す 安 す

の は
文 、
書 平
の 成
管 十
理 三
に 年
関 十
す 月
る 一
規 日
則 か
ら（

るは要い

会め料必と

下の北資。

以も、なう

と海料）

安る警作定

公す道のが
。

員本及る

委。察成め

会部び

一

関

い部に

と務覧

」総縦

会北委成
う総

規海員
則海

を公規北

則道会年

会例

に員条

こ委道

こ安

布委第

公
す員

下

潮以

。。

る長号

施 規 事 。会 行 定 項
す を に

規 る 準 つ
こ 用 い

則 と す て
と る は
し こ 、
た と 公
。 と 安

し 委
た 員
会（

第 の

該 安 、 る 委 る
文 委 警 こ 員 条
書 員 察 と 会 例
分 会 本 と が 」
類 が 部 し 管 が
表 管 長 た 理 施
の 理 が 。 す 行
作 す 管 る さ
成 る 理 文 れ
及 文 す 書 、
び 書 る に 公
改 に 文 関 安
定 つ 書 し 委
の い と 必 員

北 施
海 行
道 す
公 る
安 こ
委 と
員 と
会 し
規 た
則 。
第
十
五
号

な

が警要

）課必

。務し 田

情報項

う情事

行察

と
」
例

条
い

十 承
七 認
条 を
関 得
係 て
） 、
。

事 て 明 要 会
務 、 確 な 及
は 文 に 事 び
警 書 区 項 警
察 分 分 を 察
本 類 し 定 本

）

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



条のの

２３４
例す文

条例条と条と公

第る第る書

意例第例す

見第

。の 。 条 書

よ第第覧

の条に条条閲

項項

出２り２３）

提第
先項開

北 海

第 ２ 第

９ の事 ８

条 と条案第 条

者条示示

す例移三開開

通に例請請

条る第送

例。

年に

第条知対第求求

の書す
第日る

条２にる条月係

の第よ意

道 公 報

７

第第

公 ６

事 条 文公 条

条移

公書文書文案

文公

存不例送

文一書条の書

存第否存第通

書部の例

知

の開

を在 一示否

の）

部決を条明通条書

に定明第ら知

号外第

第第

書 ５ る ４

に書 条 も公 条

書条る文文

の文よ公公
の

例す開例も書書

条と

と開開

第る示第のの

。決
第るをを

条定条す示示

第通

号

３
第

公 条

文文

公
平書条書

成開例開
十示第示
三決 請

年求条定
九

書書

及に示のの

書の期

はは

提定す面面

び規を
別別

期る旨、、

出する
そ第第

施び記記

限実及
機
関の９

式式

定由様様

が理号号

る見１公

るすのの

めと

に書

第項も書項文

２５

項おと出規に

２にの提
る機す録

のいすの定記

実れ

面準。会るさ

書て

機い

、す付施て

は用の
が当

記同等関る

別る与

書通

８第手定該

第条の

か項に）知

つ通ら２か
な、

て書ににしは

い知

決記

文ないい別

公しお
通７

の決準定第

書いて
書様

示通す知号

開定用
よの

す書条に式

を知る

。すし

こ第る公

る）例

こい

項書項るな

３知１

とと

書）書とこ

の等の

、、定決

はは決と

面面

とた

記のたし

別次し定
別

号にき

２号きと

第各

様掲

月）請間

十求延

四書長

日

第
記）

別書
、知

は通

金

号
１

曜

式
様

日

書

項。文文

事る公公

の

示示

前開開

、のの

は書

にるに

号係定

各に決

項

知

る照通

め見る

定意係

号２続め第

の書書

も会

に

式の事者

様項）る三

は、す

の面は関

そ書項

報

事別の情

の、次る

１

８り内

移第おの

案記と

式る

知様す

通号と容

送

も文

書

と

す存

決第と不

と条の書

たの。通

し項る在

定１
、よ

はに

き面書

と書知

５第う

第記行

記別り

別

る第記

式げ記別

号６も

号

文分号４

公区３第

の

じの式

開応式様

書に様
文

定当文公

決、公の

示

号示非

間各開書

期該書

公

通定定示

長に決開

延

る
よ
に
書
求
請

示
開

書
文

る

ほよよ

のにに

と
の
も

よの

にそ。

、もも

かる

規
の
こ

もの

る２

附

は
則
則

式す

式様と

様号の

平
、

。

公のる

の

第

げ る

るるの 条

例示

三区条公条開

。第

に第書第通

者条分例文

知

か例

の ら第応
じ条開条書

通

書る知定

知め通決

の

よ知知

に通書
第第 ２ 第

止

条 審 条 公公 条

条会条

る文文文査

す公

のの例に例

こ書公書書

写書写写第諮第

との文

が

問

２
。
る
す

でしのしし

第

し
く公 条

し会

文損員

公破委
は安

成

を、は

書

年
る

す
行
施
ら

か
日
１
月

当３通３

不条、の示の
書２

申３該第知第

服の

の

て規号号号

立の各１

定

棄に定決決

を定にの

し

すいるをを

却おめ定

と

場準知たた

るて通し

等すにきき

合用書と

たの

きの写のの条し条

付開旨２

る交し作交の

交方に示のの

。付の成

知知

）付法要公通通

等
数、る書）は

部はす文

、察用写別

は警費の、

示部納の第

開本のし記

請長付交

は前

閲又、

求が）付号

者ん規

るざの

す改項

覧

反

当は違

、てに

はし定
い者

文なる

公らす

該な

別別

のるよ。

を。に

書

第第

知例も記記

通条る

）第の
と

式式

第る様様

条す号号

三議

の第異

項のの

３。
、異て

はの立

面者申

書

すの

あめ要式

が定に様
会

公費査

た。る審

っる

前通

１、問

書は諮

文用

つなに

にし書

名納知

件

寧し

丁対

１れり

きけよ

う文

扱公

り、

取は

にて

も閲

との

と書

二

議に

れ止

こ中

、を

に覧

号て公

各立る

の申係

次

う

部ば行

掲係書

にに文 いと

るなの

すらも

とな

又

損、

汚せ

をさ

。す

。

若禁

、は

し



１２３規

注

注

平 る格

成 ２３場※は

十 のの合印、

三 欄欄にが

年 ははの付列

九 、、みさ４

北 海

当

受担備

※４※５※６

年部

付

道 公 報

開請開あ

ののが

１２３
が理 示

求称求示る

請名

益 の 係は係公由

に又に

る内る

号外第

報

安情

公道

道海

海北

北
会開

員公

委

号

式
様

号
１

第
記

別
３

第

月 該北記れ番

十 当海入て縦

四 す道しい長

日

番報く４す

る情てると

を開さら。

号公だかる

○条い６

金

で第で

印例。ま

曜 の 囲
ん条欄

日

成
平

日等考

月課

でには

文必

区 公容公上

年

話
電

書分書要

文

規
の

条
９

第

様例
条

覧
閲 所名先よ 絡に 住氏連定
り
、 人人 法法

次 そそ

関
条

公

）
係

示
開

書
文

し

さす入

だ当記

く該、
く

書で

文い

。公な

いる
請

示。

開い

てさ

しだ

と

月

部

求

課

日）
線
内

の

付
交
の
し
写

他他 のの

と ののお 体体 団団

り にに公 っっ ああ

文 てて電書 、、 はは
話の 事名番開 所及 務称
号示 又びを 事表 は代

請 業者求 の氏 所の

し 所名

求
請

成
平
書

備格
規 ４５

注

す
を

月
年

当、
は 担

び
長及期

延由時
理定

３

定

公北第規
例に

１２

区 文海

ま

道条す

地在）

す ）

知
第通

。
平

年定。
規す
のま

成条し

日

式
様
号
２
第
記
別

と
長 等考縦

番 課

４

部列

後
、長
分延

話
電

。
る

す

期
時
定

理決

の決
長の
延

由

平 北

項定

の報１決

情第る 書

延

称条文間

開本期 名公
年

分
区

成長

平
月北北

開と
日の

次
、
月り
よ
に

す

様の示
求開
請り

示お
っる
あ

関
条
４
第

公

）
係

期
定

決
示

開
書

文

）
線

内

三

成

報
情
道
海

部 公年

第
例
条
開

月

２
第
条

日課

道道
海海

た
項

日

報報
情情

か

公公 ら

開開 平

条条 成

第第
例例

年

１２
第第
条条

月

た本
項項

海書か

北文う
公ど

たか
す 公 平い定

道つ決
にを

海間 委北期

安、る

成て

月報長 会情延

員道を

年

書
知

通
長

延
間

第

だ文
書

し
だ 日し ま書

で

日条の 印

開た
公し

で 号

、
例



は 備し格

１２規 ４注

注

定く示、

指て開
いけ４

れさ受列

さだを

た

北 海

部
当

所担

場

３

道 公 報

１２ 第
平

項の

１文示 第公開 成条
規の

の日

書 年

号外第 号

３
第

記
別

平号
成様

十式

三
年第

九

長 考示際縦

開。る番

５

こる

時、す

日はと

のに

悪書

の知

合通

都の。

が 所
場

等
課

合示

場提

いを

に及 名 月定

時

話話 電電

示次
開、日 日り

よ称び

り成 のお平 求と
請の時

様

公す年 た示
っ開

あ

月条

十関

四公 係

日）

開
書

文

金

示

曜

決

日

定

らさ

あだ

、く

はて

にし

等
課
部
当
担
め
じ。

かい

部

へ

線
内

月 書こ
文る

課 ）
線） 内

し
て定日 い決

つと
にと

で
海の前後 北た午午 、

開し
公知
報通時 情、

道

第年委
安

成公 平

道
海

北

月会
員

書
知

通

しを請規 ５算注

注

絡
連

をは 備のて３記求格

こ

の入 決
定日欄しし、

担

き

２３４

に以はてて しす日当 示示期

開開る

。
例す
条ま分

１

の 年項文

１公 成第
平条

号日印

式
様
号
４
第
記
別

開りだ４

不内、あく列

い縦

が、示まさ番

服に
海るの。長 考あ北すす

公と、す

場道こでと

る
委で示。

に安が開る

合

望

こ会る希

、員きを

は

な部 る

決対日す

のに期

平

由で等

が 理課 と いこ

に 月定の

規

書

年

話
電

成

北 示次
開、

日り称 よ

名

り情 のお道 求と海 請の

様

開 た示公 っ開報 あ

関
条
５
第

公

）
係

示
開

非
書

文

ら合

がてあ場

定しをる

た申じは

っ議かに

あ異
示該

とて明当

こ立め、

っるき日

知すで期

をを
きに

日とと後

たこる以

部 月

翌でに改

のが

文な条 公し

課
）

線
内 日

にこ第 書い例

定２ て決第 いと条 つと
で
道の

海た第 北し項 、

平

道
海

北

公通号 報、
情

月会
員

第年委
安

成公 書
知

通
定

決

四

期開

かまのて

日きそめ 該 開知に

起。日示

らす 日印

。
第す

例ま当 条し

号



し１２３規

算注

注

平 てし明る格

成 指て開４示場は

十 日定く示ので合、

三 以さだを欄きに

年 内れさ受はるは列

九 にたいけ、と、４

北 海

こ ４５６

すの 開る

決 担備

しと
示こ

当定

ながに いで部不 部き服

道 公 報

示及

開所開要

場概

２３
いの 日なそ のしび

示

号外第

知１ 第通

平

。
１す文

第ま公 成条し
規の

の

書 年項

号

式
様

号
５

第
記

別
５

第

月 、開。る開き当番

十 北示際示に該縦

四 海のにしそ期長

日

期以す

道日はなの日と

がこ部日後る

公時、い
記改

委都の分をに。

安
員合通に

金

書いして

会の知つ入め

に悪

曜

提開あ示

対いをてて開

し場

日 て合示示り請

分る

が 課

開日
を期

等考あ 示

の 話こ 電、
は

に
合

場
る

由 及

部理 時

が
定

成決

平

所要由

日場概理

びの
分

時

北 平

海 成電

道 話

報
情

年公

開、
日り

よ称 に

名 月定
り

様のお
求と

請の
示次

関
条

公一
たの

っそ
あ

公

）
係

決
示

開
部

一
書

文

てるすを

異にしすま求
でて

申、くこのし

議は
てらさが、く

立あだと
。きのさ

をかいでそだ

期分。

るめる部い

すじ
が部を開

と当日の

こ担

か希

き等らを

で課あ示

を
と

こ
た 部 年っ

あ
まへ

課 日日
た ）っ 線知 内 月

か
日
翌
の

条
開

月

第
例

日

２
第

条

午午

項 前後内

第

時

）
線

に
号

つ示
に開 海書を

北文部
、こ

成てる 公 平いす

道
員道決

年海と 委北と

安
開の
公た

月報し 会情定

書
知

通
定

注

。絡めす

す連じ望

第

は 備のて格

こし規 ４算
決
定日、

存い担

な
２３

起
ら

に以

分

を由当

否理

当
該

た１ 第し

の 平

、求称 第で請名 成条の

日条で 印

年項通に又 １

号

例、

式
様
号
６
第
記
別

縦

が、番

服に４

不内列
す

場道と

る海長 考あ北
、員
は委。

に安る

合公

か
ら部 明

決対
のに

こ会

の知係は

話
電

し等

に

課

文 月定ま公容 規しる内

北 開、
日り

よ。書 にす
お情 求と道 請の海 示次

様

開 っ公公 あり報 の

条
６
第

公 関

文 係

書 ）

か
ら

明
を

否
存

の

た申
っ議
あ異
がて

定し
っる

知す
をを

とて
こ立

五

部

翌で
のが
日と

たこ

例 公書条 た文

課
）

線
内

書存第 文の
ら該 い明に つを条 に否

道な
海し

北に
、か当 て 成公 平

道
海

北

報こ
情い

月会
員

年委
安 書
知

通
定
決
い

な
し
に

と

起。
らす

かま
日き

第
号日印

例定
条決

開と
公



備のて格

こし規 ４算

注
は 通
知日、

服に４

不内列

に以

北 海

の

部

在

当 存
不担

２３

道 公 報

た請名 成しの 平で１ ん
、係は 年でに又 の求称

北る内

号外第 号

７
第

記
別

平号
成様

十式

三
年第

九

海長 考あ北縦

が、番

７

に安る

合公す

場道と

る
対

のに
こ会

、員
は委。

電

由等

理課

がて
知し

通

報
情書 道文 月海公容

話 第
求例

請条
示開

開公
日

の
あ

様

公規
たの

っ条

月条

十関

四公 係

日）

書
文

金不

曜存

日在

とて
こ立

た申
っ議

あ異
日と
たこ
っる
知す
をを

部

かま
日き
翌で
のが

によ
書に

文定

課
）
線
内

公し
、知
て通

い、
つり

北

し
在
存
が。
書す
文ま

員

第年委
安

成公 平

道
海

月会

書
知

通

格

と規 ６注

注

起。
らす

な、

件な明は 備本に不

開り

部関お

３４５

示ま点

送びる

移移公課移及け

ま

を委を当担 送送安等

１２ 第

せ

又 平
第

文 ２送 は の公移 成条

号日印
年

式
様
号
８
第１

記の

別そ

担番

求。、４

請すは列

課と 考い部長

つ当縦

に
移お。

、にる

は等す

て

該当

けわ

受合

をい

送問

し

た会け実部

をし員受

施の実機等

実）た施課

日関当機に

機担施関 た

施
実

を 内

成
平話話

電電

関
機

名

月のた の 項容し １書

り
開よ

日に称由 定

理 規
お

あと
のの

求次
請、

示
っ

案
事

様

送
移

実く

たせ

）
係

関
条
８
第

い
お
に。

関い

機さ

施だ

月

部

部

年

等
定

決
示
開

て

たり

課

日

））

線線

内内

つ送
に移

書を
文案
公事

海、
北で
、の

てた
いし

北

報し
情知

道通

通

道
海

知

成安

平公

書

月

会

第年員
委

六

開す
公ま

）
課

こ
る
す

を

号日印

例
条。



す規 ６注

注

平 備本る不格

成 件こ明は

十 開とな、

三 示に点

年 請なは列

九 求り、４

北 海

部議課

３４５

等送議

移移公課移会等

員受に

を委を長 送送安
た会けお

をし

道 公 報

し１２ 第送

又

２で送 は のの公移 条た

容し ５通書を 内 第、

文

項知

号外第

年
成

平

号

式
様

号
８

第２

記の

別そ

８
第

月 にま担番

十 つす当縦

四 考い。部長

日

。

、にる

は等す

て課と

送問

移お

金

受合

をい

曜

たせ

けわ

日

の北る

実）たけ し

北く

関当道当

機担海担 た施

事話

電会電

議
道

海
北

日

名

にした の

局

成務

平話

準
て。称由 いす

理 おま

日
月

項
１

第
条

同
る

す
用

公
た

っ
あ

の

様求
請

示
開

関
条

北

事

）
係

通
送

移
案

長
議

会。

議い

道さ

海だ

部

年

定
決
示
開
て
い
お
に 月

の

課

日課

））

線線

内内

お
と
の
次
、
り

よ
に

定
規

公つ

道に
書 海文

案
事
り

員海
北 委、

成安て

平い
開

公

月報
情 会道

第年

書
知

、
は 備格

規 ５

注

を
等

理意

れす第る

３４

てる北
道に当 見

い情海条由担

開１２ に報の

移
を

る報

公上 す件開示又 関本公

情示例定記 は る開条決

号日条 印

報請第に公 文

報
情
道
海
北

例

式
様
号
９
第
記
別

。
る
す

と 考長
縦
番
４
列

電
話

内報りの課

の情よ部 書

を出 開示） 提

容公開等

関例す先

に条

係書文 内

－
〒

書 が求
係第意に の 記に条る容

項書録 さる２見名記 録

規に

た文の」称さ れ公
書次にり

文を定よ

公書
、成

つ理り平

にのよ、

に
例
条
開
公

てに御

い由

成

様平
、
き
づ

基

関
条
９
第

公

）
係

係
に

示
開

の
書

文

線
内

七

り見年

開よ意

課
部

）

）

を聴月

求示お

請開を

示
こま日

りるし

あすき

が

に

たにので

しとすま

ま

送

て別返

し、御

。対で

平日 公
道

月 海
北

年

、紙

第年員と
の 委次

成安に

月

り 会お

書
会

照
見

意
る

北く
。

情書い

道文さ

海公だ

号日印



ては

２なし格

載規

注

注

欄、く、

のお
欄い４

、のさ列

は２だ

該

北 海

決見 意
示
対
開意

反
２３

思

道 公 報

書
内

年文
は

公 成又 平１

号外第

員
委

安
公

道
海

北

号

紙
別

平
成
十
三
年
九

、縦 示障

当で。番 開支

る長 さが

す

るを」す る れ方有と あ

印
印○。 と由○をる 理

場
くだ

でん
ん囲

囲で
で

さが

に示障 の

開支 定

だ

分
部 る す無る れ

あ 対有

け
付

名 日

の
容 月

有
ると

先の 絡会 住氏連照
で称

あ 所名

っ 人人 法法

た そそ

様
会 月

十
四公

日

開
の

書
文

金

決
示

曜

定

日に

欄
の
３

、
。は

いに
さ合 件

無

的
体
具
を
見
意
に

他他 のの

に ののつ 体体 団団

い ににて っっ ああ

、 てて電次 、、 はは
話の 事名番と 所及 務称
号お 又びり 事表 は代

回 業者答 の氏 所の

し 所名

月
年

成
平

書
見

意
る

係

は 担備格
規 ５６

注

記
に

当、 示示

開号開開

番
２３４

ま

を 決決

示

地在）

す ）

立くれ１ のか申づさ
。

公 おの起て執ま

とこら
しす停の

り開算を行す

日

文決てる止で

文 公示

年開
の
書
成文
平公
た 第
記
別

式
様
号

と 等考長
縦 課番

４ 部列 年を実 定定

話
電

。
る
す

日

及理る

日たす

月し施

が、書

年成
平

成
平

び由

こ 書定

がさ了

の のに日とな御

示服内でれ承名

開不以
まかだ称 決がにきなく
い

をる北すっさ

定あ、
合道、と。

し場海がた

、安示は

のは公開き

た
通の員実

、こ委を、

で

付て
日い
つ

に
月求
請
示

報
情
道

様海
の北

け、

関
条
９
第

公

）
係

定
決

示
開

の
書

文

部

け
付

日月

月年

課
）

線
内

し示にす

知開会施

第日

てま

す定し日

ま決対る
不異

っ政に

あ行で

。が

立関

と審申に

こ服議

た
っに及る

知法てす

を査

例 海条

北開
公

た基び情

道第

委関１

成安に第

平条 公
会情規

第年員るの
す項

月がに
報定

書
知

通
る

係
に

八

開

のくれが

日づこ報

号 り
記よ

日議基示

翌異に

れ次

号日さ、 印

録



規 ５

注

平 備格

成 は

十 、

三
年 列

九 ４

北 海

申当 問 服
不諮担

２３４

て部 立を

道 公 報

公 成求情

平請道１ 査海
審書

年つ開

文 に公
）報

て査
い

号外第 号

第
記

別
式

様
号

第

月 番

十 縦

四 考長

日

。
る

す
と

金

話
電

曜

日

成
平

容日等

内た課 の

し

称 海諮
北に名

月、会

の

の

け報た

付情し

日道問
例通

示条、

開開で

の公
し

定第知

決
等

北

様

に条ま

関
条

審

）
係

問
諮

会
査

第す

課

日
月

部

年

）
線
内

服規
不の

る項
す１。

対
り
てよ
立に
申定

てお
立と
申の
議次
異、

第年員
委

成安

平公
道

海

月

会

書
知

通

当、
は 担備格

規 ６７

注

定決開

非の決る

３４５
示 示にち議定

開２う異

北
・り

を を記、申却）

異う よ報の に１２ 定
審

公

の申示、 文 次議開ち り

号日印

第
記
別

式
様
号

と 等考長
縦 課番

４ 部列 載開立下の

話
電

。
る

す

由施 めさ示て又理実 求

たる対棄す

たれすには
るす日

報情情す却る

情

と書立決異

成
平

）報報

りにし申 の におて定議

る情人 す開名係た立 関
報実
情を称情報が る示

れと
さこ
録る

記す
が施

様

たと

第

第 条

三 関

者 係

の ）

係
に

て
立

申
議

異

部
線
内

九

し
文ま
公し

日
月

年

課
）

通
て、
いで

つの
にた
書

。
立す

申ま
議し

異知
、

委

成安

平公
道

海
北

に
て

月

会

第年員

書
知
通
示

開
の
書
文

公
る

号日印

決
る
す

対



当、
は 担備格

規 ６７

注
４ 部列

北 海

定決開

るの決る

３４５
示 報にち議定

情２う異

開立処の

を 記、申原）

施 さ示て分理実 載

道 公 報

ち 対報の開う に１２ て

公異う示
、求 文 る議非ちを、 す

た 定書立示異め 決申開

にてと議

号外第

で
号

第
け

付

号

第
記

別
平号
成様

十式

三
年第

九

。
る

す
と 等考長

縦 課番 対変す

れすにを由

話
電

るす日

情情す更る

たる よにし申情 の

成
平

報報

人）関 り名係た立報に

の称情報がのす 次る情

非
す

施
実

を
示

開
り

お
と

る
す示

関開
に

）

様記示
が開

報部
情一

北公し
たを

れ定
さ決

録

月条

十関

四異 係

日議 ）

に
て

立
申

金

る
係

曜

文
公

日書

部 と
こ

る

日
月

年

課
）
線
内

知
通
、
で
の
た
し
ま

し
と が

道にた
書し 海文ま

し
該

成安て当

平い、 公つ
に

第年員成分
平処 委、

議 月異

月る 年係 会

書
知

通
示

開
の

２３ 第
５

文文 条

書の

書書書文文文そ

文

ののの他

管公管管書書

担担収整保文

理安理理

当員当当受理管書

担委

２３ 第

を務 ４

文も文を 条

書書

書書っ書処文文

文

理すのの

管公管て管理

責て責る管管

理安理充

任員任る任。理理

責委

。
す
ま

第
３ びい

議 条

も安公録警公そ

写る公
の委公安と察安の

真

公

こを員安委併法委他

れい会委員せ員

印

らうの員会て昭会安

日立

号日申
２

北第第

りと 海１

条 、す定 条 目 道

公的文る義 公

安）こ書。）こ 安

委ののの 委

員規適規 員

会則正則 会

委成
安平
公

員

、及、の

文月
の９
会年

には配び保管

者会者者

に

、は、布編存理

）に

びにび関

文、文及集及

管察管発関廃し

書警書

るに要

理本理送す棄必

長任関こ関な

担部責に

ると

者が者すとすこ

当
名補ここ。

を指をる。

。者に状

くす佐とと

置

に

）にには係況

者会者

い

文、公指つ

、は、る
点

管海委及て

書北安導
を

責警会調検

理道員び
い

者本おに行

任察に整
そ

置長るす、

を部け関

く文る

員

を。管会の管和に委
対 撮理が会理

るが

影す管議す年す会

こ律苦自

しる理録る法

た文す

の管

マ書る公と第情ら

イ）文安が

申理

は員要出す 号 ク書委必

こ 第 フ、会とにる ） ロ
ィ次の認関
すと

と議たるが 条 ルの会め

のはなに

の ム

規

文、管お 則

書公理い 第

の安をて

管委確 号

、」

に会し書

理員保文

るうっは

す行もと

関が
務安

則書事公

規文て、

の

書
則
規

る
す

関
に
理
管
の日

者、

。るし。。

こ
こ

を

充る
てげ
っ掲

もに
を次

る
す
理

処
。を
る務
て事

果

下のと結

。以書この

管。
公

本係該

察に当

警理を

を員

」務委

長事安

部る

。し報

う括に

い総会

と

２ をおにも文必

）、告

出をと に 含り提の書要
め 定 。すさ含認 規 むと

で。た。た す ）るれむ
務 っ書書 事 あ文）文 る

てす 公っ関 、あに てで

管の委
員公文 委、る 安

作

関かが

に正会

理適員

的、

基率し

る能成

すつ
事行取

な遂は

的な又

本

北

定すた

を資し

項に得

委

る安

す公

布道

公海

に

委
会
員

。

一員

〇

こ

指にる

が次す。

潮
長

者事

るる。

すげと

名掲

が

理会

管員

が委

会安書

、

るこ書

める文
て会

し

的及

に目画

とを図

こと

田

よ



第第第第必

等。が

令る
の

平 規３３３３要

成 定条条条条と

十 に第第第第認

三 よ１２３４め

年 り号号号号た

九 保ににににも

北 海

第 ２ 第

じ 存損 存

、 条 し前傷文 条

該

要書な条、書当

を文

書各

しの文けの汚の文
存の号

な保書れ規損保
の期保に

い存はば定等
よな間存定

文）、なに

安なるい）期め

書公ら

に

道 公 報

第第 ２

にこ ９ す

条 関と文 条

文

も項書すが書

る前文

き保書

ののの文るでの

管務る管は

と文閲書事

分及理を。）、

す書覧
任う存

。類び責行保

る
表貸

号外第

第 ２３

８

第

は ７

条 文前文文 条

第はの文

書意処項書書

決に１、分書

公を思理

委成定係号分類を

安作

り切

員すとるにか）適

時案定やに

会る同事規

のも

号

第

能 ６

率文 条

上作

管文向の

書の書

文
原、資）

のはに成

理書
）確な

則正さ

月 存規規規規の

十 期定定定定

四 間すすすす

日

定文文文文

のるるるる

３１３長

の
め書書書書

あ

金

文、

る年年年期

曜 書
に年

日

期

あ委い保よ間る
つ、

中に、間

っ員。管うは
条経

はがの注次が

て会

定切書しに過

指適文意
び常定る

さに及、規す
るま

た理第にす日

れ管

棄得項覧起で

廃し１閲
規き日間

期るので算の

は海要

の出者北を
日専

必警る

成）、道す

作し

に

改がの書

び要察文

及

と以っ

はる員あ

定あ職

第

察めのは

警認外て

、
本る北

部場海

るい理

意のにがすす管

す書微場用す

思と文軽

用た

定るをな合字る

決

成のあ語め

に。作もに

公

ただすでっを、

当た

るはい安

っしるあて用

は次と場、、委

て、こ

後確会

文にが合事的員

け

をげ難にかが

書掲困

な
にら

速な
迅ば

つれ
か

に
も

と
と

る
す。

理い
処

当年

、３

は、

て年

い５

のの

等年

令１

法は

該又

か、
と公

るで

め間

定期

でのによら保

ま用定る
るに次し

保場よう、存
各け

しに保整のな

管所

けい中し号れ

なお存理
文お掲な

れてのてにば
るな

な次書かげら

ば、

なで、け文い

ら条はな
難ばのた

い定盗れ書。

がは警に

長合道条
。め

職す

う文の定

行、察規

閲存

公に保

を員る

。書
会せの

員さ間

委覧期

安

管

佐は日

補又算

の、起

場あ書簡理

作るで文つ
作にる

す合るを潔す

成

書

もつ合成記文

るに場

つ

とてるすに

のいす載

て

、、のもい

しはもる

書

務のすと文

事ことの

類

実り。る分

の限るす

場
た

れ
ら

め
定

、

績で。

委

こ安

理
管
て
い
お
に
所

よ会

に員

ろ

第

委こ

２
称

員の 条

規

前、雑

附

の該）この則

項当則会

は 則

平

定別規認、

規特の承

し

る、な区だ
にの則を

法

間逸なに、

期散ら分

。

保、い応
第 ２３ 第

期 ば

間 条 保文な保 条

文満

書存書ら存が

間文

い間書了

の保ををな期

要棄。満管す

廃存必廃

ま

）間とす了理る

棄期

す保

庶出、

びしで

及貸
務

訴現該北っ

と該当あ

る
にに訟に不海た

き現現

の

、監係が係服道も

は

し立報

そ査属終属申情

つなを

には表
れ、し結

２

て。成

いい作

第

必期に間 会

要間次おを 条

長

年存がをのい延

計保

号もす

度期文あ延各て

とすにそる

の間書る長

延理認る掲のも

翌の管

２

務
事
、
し

会

第

日
の会 条

る度

期暦す年

存属計

保
起よのよ

のに年に

間年

基理に得成

づ由定て

き及め、年

保びる警

期棄の本１

存廃も察月

がたほ長か

間しの部日

了月、定施

満年かがら

るを安るす

す日公め行

しる前責前
前記委文る

廃者文

経なとの任に

の

を

し文は棄は書

過いき

文は細特廃

た書、）、

は指、のす

書、断別棄

速さ解由こ

、定溶理る

かた焼あが

やれ、がと

すてて公北

に期却るで

査いるいに開海

ぞ検て

情

の等るまる対条道

れ

服る報

期の訴で不す例

間対訟の

成開

が象に間申裁平公
条

経とお立決

過なけて又
決北第

すっるには年例

るて手お

日い続け定海
日条又

のる上るの道条

責めこげ区の
いもの手

年）任るとる分と

計長

書応る

度者とが文にす

、はきにじ。

のはきで

その

月第、るあてこ

４

当。っ １

公はぞ合

日条該てれ場
当お

す規安、れに

とに

。す員項該い

る定委前

算り翌り
たる会の各て

１す

）理の理

日処年処

書日書

文１文

る月る

す

て

存るっ

保すあ

のとに

載員書。

の、

間は

期。

理

書たの管

文し会の

に
をの関

廃録書に

を記文
規

る成理る

す作管す

棄
場しに

一 合な関定

一

要用

、れ必準

はけしを

日等とき
棄ななす

廃ば

廃書は。

棄に文きる

廃

該

もす復当

る棄が、

す
のき安

ともで公

のる元

会

。すい員

るとな委

す

は

よ認

に承

。法の

る方

上翌第第

ずの行続の例

れ為

か当をの日
ら）の

遅該す行か号条

査たを起第決

い監る為

条の

ま、めす算９定

日

必たての日

で検にるし

翌

間等要め１規の

の査

必間に日

保がとに年定
ら

す了れ要よか

存終さ

保の規号、
るすてとる

に定の

し存承定に一

だ

に

こ間をかめ号

、期認
満てわ期該

れが得かる
ずがす

よ了、ら間当

に

文

がた定、経る

りし一
書期存す書

た文の保過
間日他

場に間期るが

い
当

はい定のまの

合つを

作

、を

は書

日文

算該

起

は

を又

書、

文し

該成

当

ら事る

、し

し得

成取

作

。、

文いは

るな項。

す

て

行得

りを

名安

の公

書

さ開起

れ存

け保

な、

わ し

のまるれ示算

もるい
ののも請て

とでもるの

。当が年

る間の求１

す

て了のに

、てめ満で号
保該

に務当す間も

別職

め行保日存当

定遂該る

日

又た
。
る上存後期す たる

しす

得属

取の

は



７

第第

公 ６

条 文公 条

の書条

公書文書文

文公
部の例存不例

文一書条

の開存第否存第

書

を在 一示否

ら知の

部決を条明通条

に定明第

北 海

第第

書 ５ る ４

に書 条 も公 条

書条る文文

の文よ公公
の

例す開例も書書

条と

と開開

第る示第のの

。決
第るをを

条定条す示示

第通

道 公 報

第 ２

３

第

セは ２ 報

公 条 ン前、公 条

書

開文タ項警文文

公公

例開

に書条ーに察書条
示第示

関検例等定本開

決

す索第にめ部

る資４備る長請

期

事料条えもが求条定

務）の置の定書の

号外第

北第

う １ 北 海

。 条 海平趣 道

道成北旨） 警

海）こ第 情 察

報年道の 本

公９情規条 部

開月報程の 告

公は規 条 示

例日開、定 第

号

平
成
十
三
年
九

に）知

つ通ら２か書通

て書ににしは

い知か項

文ないい別

公しおな、

の決準定第

書いて決記

示通す知号

開定用通７

す書条に式

を知る書様

し

こ第る公

る）例よの

項書項るな

３知１。す

書）書とこ

の等のこい
定決

はは決と

面面とと

記のたし

別次し定

、、
にき

２号きと

第各とた

くのめ）請間
様掲別

号
長

つ文もほる求延

に公
と、は通

い書のか。書
別書

必検す公、知

ての

なに。書記）

要索る文
索号

項要検１

事必の第

め料必式

定資に様

をな

の条北に
るは要の

施例海よ 号

報北

に施情、

行の道り

る関開道

すに公海

関行
北本

海る例察

北す条警

道
察道成長

警海平部

本警

月
十道
四
日警

察
金本
曜

部
日

も文 と

す存

決第と不

と条の書

たの。通

し項る在

定１
、よ

はに

き面書

と書知

５第う

第記行

記別り

別

る第記

式げ記別

号６も

号

文分号４

公区３第

の

じの式

開応式様

書に様
文

定当文公

決、公の

示

号示非

間各開書

期該書

公

通定定示

長に決開

延

海料書

の北資文

も、な

請

る警作示

す道の開

と

に

部び書

本及求

。察成
関も

部にる

務覧よ

総縦

察年以

課必と

務しの

総

程海部海

規北本北下

部
次警程条察

を道規道警
長

よ本第部

の察例本

う部
山以い

定。と

に長号」

。田。

る下う

め

条）

告

示

る

の式す

式様と

様号の
。

公の

第

こ げ
るるのの 条

規 附

例文例示程

区条公条開

は

条分

則

知、

例に第書第通

の 第応
じ条開条書平

書通

書る知定

知め通決

よ知知

に通

第 ２ 第 ２
止

第 条 公公 条

者

察る文文文三

警す公

の例か

本こ書公書書条

書写写第ら

部との文の

の

長が写

る

警要す

はでしのしし

報項

情事。

察な

第

し

３４

条のの

く 条

例す文は

例条と条と公

第る第る書公破

第例す

。の文損 。 条

第覧を、

に条条閲書し

例が

よ第

２

い情

廣とう
」行

第 ２

９ 事

条 条

例移三開開意例

条案第

第送者条示示見第

通に例請請書
提第

条知対第求求の条

年に の書す

第

の ８

と 条
第
送例。

移条る

案す

事
通
知

条、の示の成

の当３通３

３該第知第年

の各１書２

定にのの１

規号号号月

おめ決決か

に定裁裁日

て通ああ施

いるががら

用書たたす

準知っっ行

すにととる

の服

、きの写のの条不

成付開申

前る交し作交

等交方に示立

項。付の

文を

規）付法要公て

の
に数、る書棄

定部はす
察用写す

違は警費の却
の場

す開本のしる

反、

者請長付交合

る示部納

３）閲又
に求が）付等

のす改

開項項覧は

り２

面者ん

を書書るざ

示の

、、て

るはははし

す面

記該な

及別別当は

旨、

文な

そ第第公ら

び記
の９
由様様を。

理号号書い

先項

２にる条月係出２

１公及に

第よ意第日る

項も書項文び規

５る見

に出す

にの提に書提定

すの定記期る

おと出規

さ施

てる機す録限実

い

関

用の実れ機

準。会る

定

る与機いが

す付施て

同等関る

書
の

項
２
第
２
）の
書条

るよきき。

記
別

、
は
面

第の記記

例も別別

条る
と第第

条す
式式

３。様様

第る号号

面三査

書第審

ののの

項

が定にの
、の求

は者請

っるす知

しあめ要通

対

用

、公費

はた。る）

て

件前

書１、

文書は

公文

をつな

覧にし

閲名納

の

と式式丁

止１れ

中きけ

文取

る公公に

すのの寧

開う

のの扱

書書り

。文
係定も

に決と

示示と

開

れ

見るこ

意係、

るにに

定該る

条のが当め

照通

る三項

２続め第事

第手

書項に、

の事者は

項）

る各

は、す項

面は関前

記と報に

別の情号

、次

容る

８り内め

第おの定

１
の
そ

式
様
号
８

第

号と

の

一事

二

の査係

次審に

通
送
移

案

書

にに文

号求公

各請る すら

せとな

さ部ば

掲係

を

禁。

は。い

又るな

、

よし

にに損

書書汚

会知 様すも

もも若

るる、

よ

２か

のほ

そ。の

式るの

も
る

よ
に

書
知

の、



１２３規

注

注

平 る格

成 ２３場※は

十 のの合印、

三 欄欄にが

年 ははの付列

九 、、みさ４

北 海

当

受担備

※４※５※６

年部

付

道 公 報

開請開あ

ののが

１２３
が理 示

求称求示る

請名

益 の 係は係公由

に又に

る内る

号外第

報

察情

警道

道海

海北

北
長開

部公

本

号

式
様

号
１

第
記

別
３

第

月 該北記れ番

十 当海入て縦

四 す道しい長

日

番報く４す

る情てると

を開さら。

号公だかる

○条い６

金

で第で

印例。ま

曜 の 囲
ん条欄

日

成
平

日等考

月課

でには

文必

区 公容公上

年

話
電

書分書要

文

規
の

条
９

第

様例
条

覧
閲 所名先よ 絡に 住氏連定
り
、 人人 法法

次 そそ

関
条

公

）
係

示
開

書
文

し

さす入

だ当記

く該、
く

書で

文い

。公な

いる
請

示。

開い

てさ

しだ

と

月

部

求

課

日）
線
内

の

付
交
の
し
写

他他 のの

と ののお 体体 団団

り にに公 っっ ああ

文 てて電書 、、 はは
話の 事名番開 所及 務称
号示 又びを 事表 は代

請 業者求 の氏 所の

し 所名

求
請

成
平
書

備格
規 ４５

注

す
を

月
年

当、
は 担

び
長及期

延由時
理定

３

定

公北第規
例に

１２

区 文海

ま

道条す

地在）

す ）

知
第通

。
平

年定。
規す
のま

成条し

日

式
様
号
２
第
記
別

と
長 等考縦

番 課

４

部列

後
、長
分延

話
電

。
る

す

期
時
定

理決

の決
長の
延

由

平 北

項定

の報１決

情第る 書

延

称条文間

開本期 名公
年

分
区

成長

平
月北北

開と
日の

次
、
月り
よ
に

様北の示
求開
請り

示お

道っる

海あす

関
条
４
第

公

）
係

期
定

決
示

開
書

文

線
内

一 ）三

成

報
情
道
海

部 公年

第
例
条
開

月

２
第
条

日課

道道
海海

た
項

日

報報
情情

か

公公 ら

開開 平

条条 成

第第
例例

年

１２
第第
条条

月

た本
項項

か

本文う

察公ど

警たか

平い定
つ決

長にを

部書

年海間
北期

、る

成てす

月報長
情延

道を

書
知

通
長

延
間

第

だ文
書

し
だ 日し ま書

で

日条の 印

開た
公し

で 号

、
例



は 備し格

１２規 ４注

注

定く示、

指て開
いけ４

れさ受列

さだを

た

北 海

部
当

所担

場

３

道 公 報

１２ 第
平

項の

１文示 第公開 成条
規の

の日

書 年

号外第 号

３
第

記
別

平号
成様

十式

三
年第

九

長 考示際縦

開。る番

５

こる

時、す

日はと

のに

悪書

の知

合通

都の。

が 所
場

等
課

合示

場提

いを

に及 名 月定

時

話話 電電

示次
開、日 日り

よ称び

り成 のお平 求と
請の時

様北

公す年 た示
っ開

あ

察
警

道
海

月条

十関

四公 係

日）

開
書

文

金

示

曜

決

日

定

らさ

あだ

、く

はて

にし

等
課
部
当
担
め
じ。

かい

部

へ

線
内

月 書こ
文る

課 ）
線） 内

し
て定日 い決

つと
にと

で
海の前後 北た午午 、

開し
公知
報通時 情、

道

月
第年

成
平

長
部

本

書
知

通

しを請規 ５算注

注

絡
連

をは 備のて３記求格

こ

の入 決
定日欄しし、

担

き

２３４

に以はてて しす日当 示示期

開開る

。
例す
条ま分

１

の 年項文

１公 成第
平条

号日印

式
様
号
４
第
記
別

開りだ４

不内、あく列

い縦

が、示まさ番

服に
海るの。長 考あ北すす

公と、す

場道こでと

る
委で示。

に安が開る

合

望

こ会る希

、員きを

は

な部 る

決対日す

のに期

平

由で等

が 理課 と いこ

に 月定の

規

書

年

話
電

成

北 示次
開、

日り称 よ

名

り情 のお道 求と海 請の

様北

開 た示公 っ開報 あ

道
海

関
条
５
第

公

）
係

示
開

非
書

文

ら合

がてあ場

定しをる

た請じは

っ査かに

あ審
示該

とを明当

こ求め、

っこき日

知るで期

をす
きに

日がと後

たとる以

部 月

翌きに改

ので

文な条 公し

課
）

線
内 日

にこ第 書い例

定２ て決第 いと条 つと
で
道の

海た第 北し項 、

部
本

察
警

公通号 報、
情

月
第年

成
平

長

書
知

通
定

決

一
四

期開

かすのて

日まそめ

し該 開知に

起日示

ら。 号日印

。
第す

例ま当 条



し１２３規

算注

注

平 てし明る格

成 指て開４示場は

十 日定く示ので合、

三 以さだを欄きに

年 内れさ受はるは列

九 にたいけ、と、４

北 海

こ ４５６

すの 開る

決 担備

しと
示こ

当定

ながに いで部不 部き服

道 公 報

示及

開所開要

場概

２３
いの 日なそ のしび

示

号外第

知１ 第通

平

。
１す文

第ま公 成条し
規の

の

書 年項

号

式
様

号
５

第
記

別
５

第

月 、開。る開き当番

十 北示際示に該縦

四 海のにしそ期長

日

期以す

道日はなの日と

がこ部日後る

公時、い
記改

委都の分をに。

安
員合通に

金

書いして

会の知つ入め

に悪

曜

提開あ示

対いをてて開

し場

日 て合示示り請

分る

が 課

開日
を期

等考あ 示

の 話こ 電、
は

に
合

場
る

由 及

部理 時

が
定

成決

平

所要由

日場概理

びの
分

時

北 平

海 成電

道 話

報
情

年公

開、
日り

よ称 に

名 月定

様北のお
求と

請の
示次

一

警たの

道っそ

海あり

関
条

察公

公

）
係

決
示

開
部

一
書

文

てるすを

審にしすま求
でて

請、くこのし

査は
をらさが、く

求あだと
。きのさ

すかいでそだ

期分。

こめる部い

るじ
で部を開

が当日の

と担

か希

ま等らを

き課あ示

を
と

こ
た 部 年っ

あ
すへ

課 日日
た ）っ 線知 内 月

か
日
翌
の

条
開

月

第
例

日

２
第

条

午午

項 前後内

第

時

）
線

に
号

示

長に開

部書を

本文部
と

、こ

成てる

平いす
つ

報し
情定
道決

年海と
北

開の
公た

月

書
知

通
定

算

注

絡めす

。連じ望

第

は 備のて格

こし規 ４

決
定日、

存い担

な
２３

起
ら

に以

分

を由当

否理

当
該

た１ 第し

の 平

、求称 第で請名 成条の

日条で 印

年項通に又 １

号

例、

式
様
号
６
第
記
別

縦

が、番

服に４

不内列
す

場道と

る海長 考あ北
、員
は委。

に安る

合公

か
ら部 明

決対
のに

こ会

の知係は

話
電

し等

に

課

文 月定ま公容 規しる内

北 開、
日り

よ。書 にす
お情 求と道 請の海 示次

様北

開 っ公公 あり報 の

道
海

条
６
第

公 関

文 係

書 ）

か
ら

明
を

否
存

の

た請
っ査
あ審
がて

定し
知る
をす

とを
こ求

一 っこ

五

部

翌き
ので
日が

たと

例 公書条 た文

課
）

線
内

書存第 文の
ら該 い明に つを条 に否

道な
海し

北に
、か当 て

平

長
部
本

察
警

報こ
情い

月
年

成

書
知

通
定
決
い

な
し
に

公と

起
ら。

かす
日ま

第
号日印

例定
条決

開と



備のて格

こし規 ４算

注
は 通
知日、

服に４

不内列

に以

北 海

の

部

在

当 存
不担

２３

道 公 報

た請名 成しの 平で１ ん
、係は 年でに又 の求称

北る内

号外第 号

７
第

記
別

平号
成様

十式

三
年第

九

海長 考あ北縦

が、番

７

に安る

合公す

場道と

る
対

のに
こ会

、員
は委。

電

由等

理課

がて
知し

通

報
情書 道文 月海公容

話 第
求例

請条
示開

開公
日

の
あ

道
海

様北

公規
たの

っ条

察
警

月条

十関

四公 係

日）

書
文

金不

曜存

日在

とを
こ求

た請
っ査

あ審
日が
たと
っこ
知る
をす

部

かす
日ま
翌き
ので

によ
書に

文定

課
）
線
内

公し
、知
て通

い、
つり

本

し
在
存
が。
書す
文ま

月
第年

成
平

長
部

書
知

通

不格

と規 ６注

注

起
ら。

りな、

件な明は 備本に
開

部関お

３４５

示ま点

送びる

移移警課移及け

ま

を本を当担 送送察等

１２ 第

せ

又 平
第

文 ２送 は の公移 成条

号日印
年

式
様
号
８
第１

記の

別そ

担番

求。、４

請すは列

課と 考い部長

つ当縦

に
移お。

、にる

は等す

て

該当

けわ

受合

をい

送問

し

た長け実部

をし部受

施の実機等

実）た施課

日関当機に

機担施関 た

施
実

を 内

成
平話話

電電

関
機

名

月のた の 項容し １書

り
開よ

日に称由 定

理 規
お

あと
のの

求次
請、

示
っ

案
事

様北 移

警
道
海

送

実く

たせ

）
係

関
条
８
第

い
お
に。

関い

機さ

施だ

月

部

部

年

等
定

決
示
開

て

たり

課

日

））

線線

内内

つ送
に移

書を
文案
公事

海、
北で
、の

てた
いし

本
察

報し
情知

道通

通

長
部

知

成
平

書

月
第年

一
六

開す
公ま

）
課

こ
る
す

を

号日印

例
条。



す規 ６注

注

平 備本る不格

成 件こ明は

十 開とな、

三 示に点

年 請なは列

九 求り、４

北 海

部議課

３４５

等送議

移移警課移会等

部受に

を本を長 送送察
た長けお

をし

道 公 報

し１２ 第送

又

２で送 は のの公移 条た

容し ５通書を 内 第、

文

項知

号外第

年
成

平

号

式
様

号
８

第２

記の

別そ

８
第

月 にま担番

十 つす当縦

四 考い。部長

日

。

、にる

は等す

て課と

送問

移お

金

受合

をい

曜

たせ

けわ

日

の北る

実）たけ し

北く

関当道当

機担海担 た施

事話

電会電

議
道

海
北

日

名

にした の

局

成務

平話

準
て。称由 いす

理 おま

日
月

項
１

第
条

同
る

す
用

道あ

海の

様北求
請

示
開

関
条

本公

察た

警っ

事

）
係

通
送

移
案

長
議

会。

議い

道さ

海だ

部

年

定
決
示
開
て
い
お
に 月

の

課

日課

））

線線

内内

お
と
の
次
、
り

よ
に

定
規

い
つ

に

長書

部文
案
事
り
情
道

第年海
北
、

成て

平

開
公

月報

書
知

、
は 備格

規 ５

注

を
等

理意

れに第る

３４

て関北
道に当 見

いす海条由担

開１２ に報の

移
を

るる

公上 す件開示又 関本公

情示例定記 は る開条決

号日条 印

報請第に公 文

報
情
道
海
北

例

式
様
号
９
第
記
別

。
る
す

と 考長
縦
番
４
列

電
話

報報りの課

情情よ部 書
出 内開示） 提

の公開等

例す先

容条を

係書文 内

－
〒

書 が求
係第意に の 記に条る容

項書録 さる２見名記 録

規に

た文の」称さ れ公
書次にり

文を定よ

公書
、成

つ理り平

にのよ、

に
例
条
開
公

てに御

い由 道
海成

様北平
、
き
づ

基

警

関
条
９
第

公

）
係

係
に

示
開

の
書

文

内一 線七

り見年

開よ意

課
部

）

）

を聴月

求示お

請開を

示
こま日

りるし

あすき

が

に

たにので

しとすま

ま

送

て別返

し、御

。対で

平日

長月

部
本

察年

、紙 月

り
お

第年と
の
次

成に 書
会

照
見

意
る

北く
。

情書い

道文さ

海公だ

号日印



ては

２なし格

載規

注

注

欄、く、

のお
欄い４

、のさ列

は２だ

該

北 海

決見 意
示
対
開意

反
２３

思

道 公 報

書
内

年文
は

公 成又 平１

号外第

部
本

察
警

道
海

北

号

紙
別

平
成
十
三
年
九

、縦 示障

当で。番 開支

る長 さが

す

るを」す る れ方有と あ

印
印○。 と由○をる 理

場
くだ

でん
ん囲

囲で
で

さが

に示障 の

開支 定

だ

分
部 る す無る れ

あ 対有

け
付

名 日

の
容 月

有
ると

先の 絡会 住氏連照
で称

あ 所名

っ 人人 法法

た そそ

様
長 月

十
四公

日

開
の

書
文

金

決
示

曜

定

日に

欄
の
３

、
。は

いに
さ合 件

無

的
体
具
を
見
意
に

他他 のの

に ののつ 体体 団団

い ににて っっ ああ

、 てて電次 、、 はは
話の 事名番と 所及 務称
号お 又びり 事表 は代

回 業者答 の氏 所の

し 所名

月
年

成
平

書
見

意
る

係

は 担備格
規 ５６

注

記
に

当、 示示

開号開開

番
２３４

ま

を 決決

示

地在）

す ）

行す１ たのか請執ま
。

の起を停の

公とこら求

書り開算す止で公 文お

な御

文 の公示しるが、

年
成
平

日

開文決てこ

第
記
別

式
様
号

と 等考長
縦 課番

４ 部列 年を実 定定

話
電

。
る
す

日

及理る

日たす

月し施

さ了書

年成
平

成
平

び由

と 示書定

なく

の 請のに日がれ承

内きかだ名

求開不以で

つ決がにまっさ

に示服

と。

い定あ、すたい称

し場海、き

てをる北が
公示、

北た合道開は

、

委実

道で、安を

海のは

日
月

報通の員施

情、こ

警
道
海

様北

の
け

付

関
条
９
第

公

）
係

定
決

示
開

の
書

文

部

け
付

日月

月年

課
）

線
内

示にる

公知開会す

第日

定しま

条ま決対日

開し
あ行に

第。がてで

例す

関

第た不査に

条っ政審
る

項と審求す

１こ服請
報

規知法び情

のを査及

察

にた基れが

定っにこ

年る
す

関

成に

平

長
部
本

月が
報

情

第

書
知

通
る

係
に

一
八

のく基示

よ日づに開

号

日査くれ

、翌審づさ

り
れ

号日さ 印

録
記

次



規 ６７

注

平 担備格

成 は

十 当、

三
年 部列

九 ４

北 海

審決開

開の決裁

３４５

示２う

請下の

示 をにち査却）

め載開求又理

を 求記、

施 たさ示には由実

道 公 報

う よ１２ に
の査示、 次公審開ち り
お書求定査 と請決審 文

にりにし請

号外第 号

第
記

別
式

様
号

第

月 課番

十 縦

四 等考長

日

。
る

す
と

金

話
電

曜

日

たるす却す

情れす対棄
裁る日

）情情るする

報 関開係た求 の

成
平

報報 を情報が す示名る情人

す
報施

情実称報の非 る
し

れと
さと

録こ
記る

が

警
道

海

様北

文し
公ま

た

本
察

第

関
条

三

係者

）

文
公

る
係

に
求

請
査

審
の

部

の
書た

日
月

年

課
）
線
内 し

、知
て通

い、
つで

に
す

対
に
求。
請す
査ま
審

月
第年

成
平

長
部

る

書
知

通
示

開
の

書

当、
は 担備格

規 ６７

注

う審決開

の決裁

３４５

２
、請処の

示 にち査原）

う示ち情

１２

決
裁

を 記

開、求

公審非ちを、報

に

号日印

請示審め 文査

決
裁
る
第す
け対
付 第
記
別

式
様
号

と 等考長
縦 課番

４ 部列 載開求分理

話
電

。
る

す

す対変施 さ示にを由実

情るする

たるす更す

れ

査た

成
平

報報裁る日

情

報に の

にし請情

書求と

す 名る情人）関

係た求

称報の開うる

情報がの 関開次

に非り
でよ
号に

ると

す示の
示

が開開

報部り

情一お
決実

海録）を

様北記示

警れ定施

道さ

第
関
条

審

）
係

文
公

る
係

に
求

請
査

部
内一 線九

る

察たをす

日
月

年

課
）

書しと

部文まこ

本公し
い、ま

つがし

にたと

長

処の

、該た

成て当し

平

係通
に、

第年成分で

平

月る知 年

書
知

通
示

開
の

書

号日請す 印

査ま 月審し

日求。
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